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論 文 内 容 の 要 旨 
 劇場ホール等は全国各地で建設され続け、20世紀末に急増した。そのほとんどは公共多目的ホールである。
多目的ホールは、あらゆる利用目的に対応した為、「中途半端」で「使いにくい」との指摘がある。一方、地方
の中小都市では、利用率を上げる為、より多目的に多用途に使いたい、という要求も強かった。こうした状況
の下、主目的を明確にすることや、可変機構の導入により、上記の問題の解決を図る例が多く見られた。こう
した公共多目的ホールの建設の実態を明らかにした上で、主目的の設定及び可変機構の有効性を検証すること
により、公共多目的ホールを設計・改善・運用するに当たって有益な知見を得ることに本論文の意義がある。 
 本研究は第１章から第５章で構成されている。 
 第１章「研究の背景と目的」では、表題のテーマを取り上げることになった背景として、日本の劇場・ホー
ルの建設の経緯を整理する中で、現在の多目的ホールの傾向・問題点を示すことにより、本研究の目的及び位
置づけを示した。 
 第２章「近畿圏における公共ホールの役割」では、近畿圏におけるホールの調査の結果を基に、地域的・規
模的・時間的特徴として、地方都市では公共多目的ホールが浸透し、大きな役割を果たし、人口当たりの座席
数も多いこと。民間ホールは用途、目的がはっきりする傾向があり、公共ホールは多目的ホールが多いこと。
複合施設が多いこと。1960年代以降公共ホールが根強く建設され続けてきたことを示した。 
 第３章「可変機構を持つ公共多目的ホールの構想催し物と利用実態」では、公共多目的ホールに特化し、可
変機構を持つホールの、構想主目的と実際の催し物の関係及び可変機構との関係を、アンケート調査のデータ
を基に整理した。オペラ・クラシック音楽等の、性格のはっきりした催しほど構想主目的と実際の催しの結び
つきは強く、可変機構が、ホールの主目的を明確しながら、多目的にホールが利用される為に役立っているこ
とを示した。 
 第４章「公共多目的ホールにおける可変機構の利用状況」では、前章を基に、可変プロセニアム・音響反射
板・残響可変装置・客席舞台可変装置を持つ公共多目的可変ホール９施設の実態調査をした。その結果、①構
想主目的の設定は重要である。②音楽関係が構想主目的の時、可変P＋音響板は有効に機能するが、残響可変は
利用されない事があり、音響可変機構は柔軟な運用が必要である。③客席可変は、特性を考慮し、構想主目的
に応じた選択が求められる事。及び運営上の課題を示した。 
 第５章「結論」では、４章までの結果をまとめて提言をした。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 1960年代以降、わが国では多くの公共多目的ホールがつくられてきた。これが文化の向上に寄与したところ
は大きいが、ホールの目的設定と、具備される可変機構、及び実際の運営の間に齟齬をきたしている面もある。
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本論文は、公共多目的ホールの実態調査を踏まえてその問題点を明らかにし、これに著者の建築設計の経験を
加えて、多目的ホール設計に関する提言を示したものである。 
 第１章では、表題のテーマを取り上げることになった背景と研究の目的について述べている。第２章では、
近畿圏を対象にして各種ホールの地域的・規模的・時間的特徴を概観して、公共多目的ホールの果たしている
役割を明らかにしている。第３章では、近畿圏の公共多目的ホールを対象としたアンケート調査によって、可
変機構を持つホールにおける構想段階で想定した主たる演目と実際の催し物、及び具備する可変機構との関係
を整理している。その上で、オペラ・クラシック音楽のように性格のはっきりした催しほど構想段階で想定し
た演目と実際の催しの結びつきが強く、可変機構が多目的にホールが利用される為に役立っていることを示し
ている。第４章では、可変プロセニアム・音響反射板・残響可変装置・客席舞台可変装置を持つ公共多目的可
変ホール９施設の実態調査の結果を示し、これを踏まえて、①構想段階での演目の想定を明確にすべきこと、
②音楽関係が構想段階で想定した主たる演目であるとき、「可変プロセニアム＋音響板」は有効に機能するが残
響可変装置は利用されない事があること、③客席可変装置の安易な導入は問題が多く、特性を考慮して演目の
想定に応じて選択が求められる事、を指摘している。また、このような設計上の問題に加えて、運営面におい
ても課題があることに言及している。第５章では、以上の結果を踏まえて、多目的ホールの設計にかかわる提
言を示している。 
 本研究は、公共多目的ホールの役割を明確にしたうえで、その設計の留意点を実践的に示したものであり、
今後の多目的ホールの設計に寄与するところ大である。 
 したがって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
